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方
に
注
意
し
て
走
行｣｢

十
分
な

車
間
距
離
の
確
保｣｢

交
通
情
報

の
確
認｣｢

渋
滞
後
尾
で
の
ハ
ザ

ー
ド
ラ
ン
プ
点
灯｣

《
運
行
管
理
者
》

「
乗
務
時
間
等
に
係
る
基
準
の

遵
守
」
「
乗
務
員
の
健
康
状
態

や
労
働
実
態
の
確
実
な
把
握
」

滞
情
報
提
供
等
に
よ
り
、
追
突

事
故
防
止
に
努
め
る
。

◇
高
速
道
路
を
利
用
の
際
に

は
、
以
下
に
つ
い
て
遵
守
を
願

い
す
る
。

《
ド
ラ
イ
バ
ー
》

｢

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用｣

｢

こ
ま
め
な･

早
め
の
休
憩｣｢

前

然
運
転
等
）
、
追
突
事
故
に
限

る
と
約
９
割
を
占
め
る

【
安
全
運
転
の
お
願
い
】

◇
交
通
混
雑
期
に
お
い
て
は
、

交
通
集
中
に
よ
る
渋
滞
後
尾
で

の
追
突
事
故
が
多
発
す
る
。

◇
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
で
は
、

情
報
板
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
標
識
で
の
渋

て
い
る(

平
成
27
年:

24
件
（
▲

５
件
）
、
27
名
（
▲
５
名))

◇
死
亡
事
故
の
う
ち
「
対
人
事

故
」
が
３
件
（
３
名
）
、
「
逆

走
起
因
事
故
」
が
１
件
（
１

名
）
発
生

◇
死
傷
事
故
要
因
の
５
割
以
上

が
前
方
不
注
意
（
わ
き
見
・
漫

【
発
生
状
況
の
ポ
イ
ン
ト
】

※
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
調
べ

◇
19
件
の
死
亡
事
故
が
発
生

し
、
22
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

無
料

◇
利
用
可
能
時
間

１
回
の
ア
ク
セ
ス
で
15
分
以

内
、
一
日
３
回
ま
で
利
用
可
能

※
複
数
の
対
象
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
で

利
用
の
場
合
、
利
用
回
数
は
通

算
さ
れ
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
。

◇
対
象
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

対
象
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
は
、
入
口

付
近
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付

た
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

◇
利
用
方
法

初
回
利
用
時
に
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
の
発
行
手
続
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
に

は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
メ
ー

ル
を
送
受
信
で
き
る
環
境
が
必

要
。

◇
利
用
料
金

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
北
海
道

支
社
は
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
一
部

で
提
供
し
て
い
る
、
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｅ
‐
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｔ
」
を
北
海
道
内
全
て
の
Ｓ

Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
順
次
拡
大
す
る
と

し
て
い
る
。

◇
利
用
可
能
端
末

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
機
能
が
搭
載
さ
れ

「
高
速
道
路
会
社
６
社
と
国

土
交
通
省
は
、
７
月
24
日
に
東

海
北
陸
自
動
車
道
で
ポ
ケ
モ
ン

を
探
す
た
め
に
侵
入
し
た
ユ
ー

ザ
ー
が
い
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
27
日
、
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ

Ｏ
」
で
高
速
道
路
上
に
ポ
ケ
モ

ン
が
出
現
し
な
い
よ
う
、
開
発

・
運
営
会
社
側
に
要
請
し
た
。

要
請
書
は
東
日
本
高
速
道

路
、
中
日
本
高
速
道
路
、
西
日

本
高
速
道
路
、
首
都
高
速
道

路
、
阪
神
高
速
道
路
、
本
州
四

国
連
絡
高
速
道
路
の
６
社
が
連

名
で
発
表
。
「
ポ
ケ
モ
ン
ト
レ

ー
ナ
ー
の
皆
さ
ま
へ
」
と
題

し
、
ポ
ケ
モ
ン
が
高
速
道
路
上

に
現
れ
て
も
、
捕
ま
え
る
た
め

に
駐
停
車
し
た
り
、
わ
き
見
運

転
を
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
注

意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
（
詳

し
く
は
各
社
Ｈ
Ｐ
参
照
）

維
持
管
理
・
更
新
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
建
設
生

産
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
抜
本
的
に
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
は
そ
の
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。

ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
よ

り
、
経
験
の
浅
い
技
術
者
で
も
熟
練
の
必
要

な
作
業
が
行
え
、
ま
た
、
工
事
等
に
要
す
る

作
業
員
の
少
数
化
や
作
業
時
間
の
短
縮
が
行

え
る
と
と
も
に
、
安
全
面
も
大
き
く
向
上
出

来
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
更
に
、
三

次
元
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
設
計
・
施
工
に

役
立
つ
と
共
に
、
デ
ー
タ
対
比
に
よ
る
変
状

検
出
な
ど
維
持
管
理
の
基
礎
デ
ー
タ
に
も
有

効
で
あ
る
。

確
か
に
、
こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
り
生
産
性

を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
に
有
効
手
段
と
な
る
が
、
最
終
的
な

技
術
的
判
断
は
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
技

術
開
発
と
共
に
そ
れ
ら
技
術
的
ツ
ー
ル
を
使

い
つ
つ
適
確
な
判
断
が
出
来
る
人
材
育
成
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

る
。
そ
の
た
め
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
・
更
新
に
つ
い
て
は
我
が
国
全
体
の
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
膨

大
な
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
向
け
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
減
少
に
よ
る

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
減
少
に
備
え
、
技
術
開
発
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
く
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
画
像
処
理
技
術
分
析･

解
析
技
術


人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

の
検
討
・
導
入
な
ど
に
よ

る
大
幅
な
生
産
性
向
上
に
向
け
て
、
各
機
関

に
よ
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通

省
で
は
、
２
０
１
６
年
を
「
生
産
性
革
命
元

年
」
と
位
置
づ
け

総
力
を
挙
げ
生
産
性
の

向
上
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
調
査･

測
量
か
ら
設
計
、
施
工
、
検
査


の
減
少
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
全
産
業
に

比
べ
建
設
業
界
は
若
手
の
比
率
の
低
下
が
著

し
く
進
行
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
建

設
業
界
の
担
い
手
確
保
及
び
育
成
に
対
し
て

は
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

一
方
、
我
が
国
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
高
度

経
済
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
頃
に
整
備
さ
れ
た
首
都
高
速
１
号
線

を
は
じ
め
、
高
度
成
長
期
以
降
に
整
備
し
た

イ
ン
フ
ラ
が
急
速
に
高
齢
化
し
、
今
後
20
年

間
で
、
建
設
後
50
年
以
上
経
過
す
る
施
設
の

割
合
が
加
速
度
的
に
高
く
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
国
土
交
通
白
書
に
よ
る
と
、
道
路
橋
に

お
い
て
は
、
建
設
年
度
不
明
橋
梁
を
除
く
40

万
橋
で
は
、
２
０
３
３
年
で
約
67
％
の
橋
梁

が
建
設
後
50
年
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い

我
が
国
の
総
人
口
は
２
０

１
０
年
の
１
億
２
，
８
０
６

万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
口

減
少
及
び
極
め
て
速
い
ス
ピ

ー
ド
で
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
か
ら
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来
推
計

に
よ
る
と
、
総
人
口
は
２
０
３
０
年
に
は
１

億
１
，
６
６
２
万
人
、
２
０
６
０
年
に
は

８
，
６
７
４
万
人
に
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
２
０
１
０

年
に
は
８
，
７
７
０
万
人
で
あ
っ
た
生
産
年

齢
人
口
は
毎
年
１
％
近
く
減
少
し
、
２
０
３

０
年
に
は
６
，
７
７
３
万
人
、
２
０
６
０
年

に
は
４
，
４
１
８
万
人
ま
で
減
少
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
我
が
国
全
体
の
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
今
後
も
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
品
質
確
保
と
適
切
な
機
能
維
持

を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
担
い
手
を
円
滑
に

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
建
設
業
界
の
経
営
環
境
や
労

働
環
境
の
厳
し
い
現
状
か
ら
、
若
手
入
職
者

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
北
海

道
支
社
で
は
、
８
月
22
日

（
月
）
11
時
か
ら
道
央
自
動

車
道
の
恵
庭
Ｉ
Ｃ
と
登
別
室

蘭
Ｉ
Ｃ
、
９
月
16
日
（
金
）

11
時
か
ら
伊
達
Ｉ
Ｃ
で
、
道

内
で
は
初
め
て
と
な
る
料
金

精
算
機
の
運
用
を
開
始
す

る
。料

金
精
算
機
は
、
係
員
が

対
応
し
て
い
た
通
行
料
金
の

精
算
を
自
動
化
し
、
利
用
者

が
機
械
を
操
作
し
て
、
料
金

を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

昨
今
の
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
よ
り
、
一
部
の
都
市
部

を
除
き
全
道
的
に
料
金
所
係

員
の
人
材
確
保
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
料

金
精
算
機
を
導
入
し
て
係
員

に
よ
る
収
受
業
務
の
機
械
化

を
行
う
と
し
て
い
る
。

北
海
道
内
の
高
速
道
路
で
料
金
精
算
機
運
用
開
始

北
海
道
内
の
高
速
道
路
で
料
金
精
算
機
運
用
開
始

北海道内高速道路

【死亡事故の具体事例】

普通貨物が走行車線を進行中、車内に落ちた物を拾

おうとしたため脇見運転となり、渋滞により停止し

ていた普通乗用車に気付くのが遅れ追突、玉突き事

故となったもの。普通乗用車の乗員3名（うち子ど

も2名）が死亡。

普通乗用車が下り線追越車線を進行中、前方を走行

中の軽乗用車に追突。その反動で軽乗用車の助手席

乗員が上り線追越車線へ車外放出となったところ

に、上り線追越車線を走行中の車両に次々と撥ねら

れ死亡。

対
人
事
故
（
平
成
28
年
１
月
西
名
阪
道
）

対
停
止
車
両
事
故
（
平
成
28
年
５
月

山
陽
道
）

ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
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ｏ
ｎ
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